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音源可視化技術に関する研究 

 

1. はじめに 

 ＡＩ・ＩｏＴなどのデジタル技術の普及に伴い、音声認識、騒音低減およびＶＲ等において、

音の分析技術の研究が盛んになっています。また、音の分析技術は、非接触・非破壊検査技術

としても注目されています。音の分析技術の一つとして、複数のマイクロフォンを用いて、対

象機器の異常音の発生箇所を可視化する技術があり、必要な音データを抽出する情報選別技術

として利用されています。工場等における機械装置の監視をはじめ、今後ますます活用される

と考えられます。 

 

2. 内容 

 音源可視化による機械装置の監視を行う際の課題として、複数の音源がある際に、どこが異

常音の発生箇所かを高精度に推定することができない事があげられます。従来技術では、音の

みで異常音の判別を行っていたものに対し、本研究では、可視画像カメラに加え熱画像カメラ

を併用した音源可視化装置を開発し、音源可視化技術に関する技術ノウハウを蓄積します。 

 

3. 成果の応用例 

 製品や構造物・機械装置などにおける発生音の監視をはじめ多くの産業分野において応用

可能な技術です。県内企業によるＡＩ・ＩｏＴと連携した計測機器やアプリケーション開発

のほか、工場等における保全活動にて、省力化の貢献が期待できます。 

 県内企業への技術移転については、共同研究や共同技術開発によって実施します。 

 

関連する研究事業： 県経常研究「音源可視化技術の開発」（令和３～５年度） 

 

図１．開発する音源可視化技術の概略 


